
聖霊降臨後第１１主日特祷（特定16） 

 

いつくしみと憐れみを賜るとき、ことに全能の御力を現される神よ、あなたの満ちあふれ

る恵みをお与えください。私たちが約束されたものを目指して走り、ついに天の宝にあず

かる者となりますように。父と聖霊とともに一体の神であって、世々に生きすべてを治め

ておられる私たちの主、イエス・キリストによってお願いいたします。アーメン 

 

旧約聖書 イザヤ５８章９b－１４節 

 

58:9b もしあなたの中から、軛を負わせることや指をさすこと、悪事を語ることを取り

去るなら、10 飢えている人に心を配り、苦しむ者の願いを満たすなら、闇の中にあなた

の光が昇り、あなたの暗闇は真昼のようになる。11 主は常にあなたを導き、干上がった

地でもあなたの渇きを癒やし、骨を強くされる。あなたは潤された園のように、水の涸れ

ない水源のようになる。12 あなたがたの中のある者は、とこしえの廃虚を建て直し、代々

に続く礎を据える。あなたは「城壁の破れを直す人」、「住めるように道を修復する人」

とも呼ばれる。13 もしあなたが、安息日に出歩かず、私の聖なる日に自分の楽しみを控

え、安息日を「喜び」と呼び、主の聖日を「尊ばれる日」と呼んで、それを尊び、自分の

仕事をせず、楽しみを求めず、言葉を慎むなら、14 その時、あなたは主を喜びとする。

私はあなたを地の高き所に上らせ、あなたの先祖ヤコブの相続地を享受させる。主の口が

こう語られた。 

 

詩 編 第１０３編１－８節 

 

1 私の魂よ、主をたたえよ‖ 私の内なるすべてのものよ、その聖なる名をたたえよ 

2 私の魂よ、主をたたえよ‖ そのすべての計らいを忘れるな 

3 主はあなたの過ちをすべて赦し‖ あなたの病をすべて癒やす方 

4 あなたの命を墓から贖い‖ あなたに慈しみと憐れみの冠をかぶせる方 

5 あなたの望みを良きもので満たす方‖ こうして、あなたの若さが鷲のように新しく

よみがえる 

6 主は虐げられているすべての者のために‖ 正義と公正を行う 

7 主は、ご自分の道をモーセに‖ 御業をイスラエルの子らに知らせた 

8 主は憐れみ深く、恵みに満ち‖ 怒るに遅く、慈しみに富む 

 

使徒書 へブライへの手紙１２章１８－２９節  

 

12:18 あなたがたは、手で触れることのできるものや、燃える火、密雲、暗闇、暴風、

19 ラッパの音、また、人々がこれ以上耳にしたくないような大声の言葉に、到達したの

ではありません。20 彼らは、「たとえ獣でも、この山に触れれば、石で打ち殺されなけ



ればならない」という命令に耐えられなかったのです。21 また、その光景があまりに恐

ろしかったので、モーセは、「私は恐れ、震えている」と言いました。22-23 しかし、あ

なたがたが到達したのは、シオンの山と生ける神の都、天のエルサレム、無数の天使たち、

天に登録されている長子たちの大集会、すなわち教会、すべての人の審判者である神、完

全な者とされた正しい人たちの霊、24 新しい契約の仲介者イエス、それに、アベルの血

より優れたことを語る注がれた血です。25 語っている方を拒むことのないように気をつ

けなさい。もし、地上で御旨を告げる人を拒んだ者たちが、罰を免れなかったとすれば、

天から御旨を告げる方に背を向ける私たちは、なおさらそうではありませんか。26 あの

ときは、その御声が地を揺り動かしましたが、今はこう約束しておられます。「もう一度、

私は地だけではなく天をも揺り動かす。」27 この「もう一度」という言葉は、揺り動か

されないものが存続するために、揺り動かされるものが、造られたものとして取り除かれ

ることを示しています。28 このように、私たちは揺るがされない御国を受けているので

すから、感謝しましょう。感謝しつつ、畏れ敬いながら、神に喜ばれるように仕えていき

ましょう。29 実に、私たちの神は、焼き尽くす火です。 

 

福音書 ルカによる福音書１３章１０－１７節  

 

13:10 安息日に、イエスはある会堂で教えておられた。11 そこに、十八年間も病の霊

に取りつかれている女がいた。腰が曲がったまま、どうしても伸ばすことができなかった。

12 イエスはその女を見て呼び寄せ、「女よ、あなたは病から解放された」と言って、13 そ

の上に手を置かれた。女は、たちどころに腰がまっすぐになり、神を崇めた。14 ところが

会堂長は、イエスが安息日に病人を癒やされたことに腹を立て、群衆に言った。「働くべき

日は六日ある。その間に来て治してもらうがよい。安息日はいけない。」15 しかし、主は

彼に言われた。「偽善者たちよ、あなたがたは誰でも、安息日に牛やろばを飼い葉桶から解

いて、水を飲ませに引いて行くではないか。16 この女はアブラハムの娘なのに、十八年も

の間サタンに縛られていたのだ。安息日であっても、その束縛から解いてやるべきではない

か。」17 こう言われると、反対者は皆恥じ入ったが、群衆はこぞって、イエスがなさった

すべてのすばらしい行いを見て喜んだ。 


